
社会環境から個人要因の認知症発症プロセスの解明に関する社会疫学研究 

高齢者介護の主要な原因であり、今後益々増大すると考えられる認知症について、その予防を進めるために、地域

の社会環境・経済要因から、個人の社会経済・心理要因、生活習慣、心理・生化学マーカー、生物学的危険因子、動

脈硬化、認知症の発症への一連のプロセスを解明し、予防対策に資することを目的とする。秋田・茨城・大阪の自治

体（CIRCS 研究）や、次世代多目的コホート研究（JPHC-NEXT）の自治体の 40～69 歳住民約 11 万人を対象に認

知症の発症登録を行い、地域の社会環境・経済要因から個人の社会経済・心理要因、生活習慣、心理・生化学マー

カー、生物学的危険因子、動脈硬化性疾患など、認知症の発症に関連する要因について、疫学と社会科学の融合的

な研究を通じて、より具体的かつ予防対策の適用できる要因の抽出を行う（下図参照）。すなわち、①地域の社会環

境・経済指標の認知症発症への影響、②地域の社会環境・経済指標と、個人の社会経済・心理要因、生活習慣、心

理・生化学マーカー、生物学的危険因子との関連、③個人の社会経済・心理要因と、生活習慣、心理・生化学マーカ

ー、生物学的危険因子との関連、④地域の社会環境・経済指標、個人の社会経済・心理要因に密接に関連する生活

習慣、心理・生化学マーカー、生物学的危険因子の、動脈硬化性疾患、認知症発症への影響、について解析を行う。 
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